
発
足
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

私
共
の
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
は
、

一
昨
年
の
台
風
以
来
安
達
グ
ル

ー
プ
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
設
置

も
あ
っ
て
、
著
し
く
変
貌
し
、

野
鳥
や
野
生
の
小
動
物
た
ち
の

住
家
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て
来

て
い
亡
す
。

ノ
リ
／
ス
ラ
ン
ド
の
自
然
を

愛
し
て
来
た
私
の
友
人

・
知
人

ら
の
内

一
〇
名
余
う
の
人
達
が

昨
年
の
秋
以
降
数
回
に
亘
り
会

合
を
重
ね
、　
一
人
で
も
多
く
の

オ
ー
ナ
ー
の
方
に
呼
び
か
け
て
、

自
然
と
環
境
を
守
り
そ
の
修
復

を
は
か
り
な
が
ら
の
親
睦
会
を

持
ち
た
い
と
の
意
見
の

一
致
を

み
亡
し
た
。

何
し
ろ
す
べ
て
無
か
ら
の
出

発
で
す
か
ら
、
各
々
自
分
の
分

担
を
決
め
て
知
る
限
り
の
方
に

か
秦
書
で
こ
の
呼
び
か
け
を
し

た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
の
多
く

の
貴
重
を
御
返
事
を
い
た
ヽ
本
、

一
同
勇
気
百
倍
、
そ
こ
で
第

一

回
の
集
い
は
、
去
る
五
月

一
四

日
夜
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
ご
策
同
い
た
ゞ
い
た
多
大

の
数
の
お
秦
書
の
中
か
ら
、
東

京
を
中
心
に
し
た
方
々
を
選
ば

せ
て
い
た
ゞ
き
、
手
間
と
予
算

と
急
ど
の
思
い
も
あ
っ
て
、
各

自
手
分
け
し
て
電
話
で
お
誘
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
手
違
い
、
行
逢
違
い
等

で
ぶ
電
話
出
来
た
か
っ
た
方
々

の
こ
と
が
今
も
っ
て
大

へ
ん
心

残
ク
で
も
あ
り
、
申
訳
た
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

五
月

一
四
日

（
月

）
夜
の
集

い
に
は
、
皆
さ
ん
ご
多
忙
に
も

か
ヽ
わ
ら
ず
多
数
ご
出
席
鼓
く

プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
の
自
然
や
瑛

境
保
全

・
オ
ー
ナ
ー
会
の
あ
り

方
等
に
つ
い
て
熱
心
に
話
合
い

す
し
た
。
そ
し
て
、
私
共
が
オ

ー
ナ
ー
と
し
て
互
に
親
睦
を
図

り
な
が
ら
環
境
保
全
の
た
め
の

活
動
を
す
る
こ
と
に
合
意
を
み

ま
し
た
。
又
、
出
席
者
の
中
か

ら
徳
川
氏

（
発
起
人
外
の
方

）

を
議
長
に
選
び

「
ノ
リ
ン
ス
ラ

ン
ド
オ
ー
ナ
ー
ズ
親
産
会
会
則

∞
」
を
遂
条
審
議
の
上
会
則
案

骨
子
を
満
場

一
致
で
可
決
。
同

会
則
案
に
従

っ
て
、
プ
リ
／
ス

ラ
ン
ド
の
星

‘
虹

・
森

・
鳥

・

花

・
空
の
各
街
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

評
議
員
を
互
選
し
て
敷
き
ま
し

た
。時

間
の
都
合
も
あ
り
、
評
議

員
会
は
日
を
あ
ら
た
め
て
開
き
、

同
会
で
先
づ
委
員

・
監
査
を
選

び
更
に
会
長

・
副
会
長

・
顧
間

を
互
選
し
別
紅

一
発
表
の
と
ぶ

り
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
オ
ー

ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
働
さ
か
け
、

本
会
の
趣
旨
に
ご
策
同
下
さ
る

方
に
は
是
非
と
も
入
会
下
さ
る

ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。
将
来
の

会
の
運
営

・
役
員
の
選
任
等
に

も
積
極
的
に
ご
意
見
を
賜
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｒ

本
会
が
五
月
に
発
足
し

た
ば
か
り
な
の
で
、
全
国
的
を

オ
ー
ナ
ー
の
集
り
と
し
て
、
左

記
要
領
で
臨
時
総
会
を
開
催
し

ま
す
。
会
員
に
な
ら
れ
る
方
は

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

時
　
　
昭
和
五
九
年
八
月

一
二

日
①
午
後
一時
三
〇
分

場
所
　
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ヽ
・
シ

ャ
ン
ポ
ー
ル
内
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ル
ー
ム

議
題
百
丁
　
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
オ
ー

ナ
ー
ズ
親
睦
会
会
則
乗

の
承
認
の
件

二
号
　
会
計
概
算
報
告
の
承
認

の
件

一言
丁
　
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
の
自

然
環
境
保
全
の
活
動
方

針
の
承
認
の
件

四
号
　
会
費
承
認
の
件

五
号
　
役
員
承
認
の
件

六
号
　
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
共
益

管
理
委
員
の
推
選

そ
の
他
関
連
事
項

的
、
会
の
名
称
及
び
会
か
ら

の
発
行
紙
名
（
例
え
ば
、
プ
リ

ン
ス
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
会
、
あ

後
ゲ

孔

―

〒

研

さ
せ
、
つ
ま
こ
い
。
し
ら
か
ば

・
か
ら
ま
つ
等
）
に
つ
い
て
皆

さ
亡
に
親
し
ま
れ
る
よ
い
名
称

が
あ
れ
ば
、
会
員
申
込
書
意
見

覧
に
ぶ
書
き
下
さ
い
。

本
会
は
、
目
下
ノ
リ
ン
ス
ラ

ン
ド
内
の
騒
音
防
止
、
交
通
安

全

・
駐
車
場
問
題
等
緊
急
を
要

す
る
問
題
と
取
組
ん
で
活
動
し

て
歩
り
亡
す
。
そ
の
一
端
と
し

て
大
蔵
屋
開
発
仰
と
の
会
談
の

内
容
を
守
谷
顧
間
に

「呼
び
戻

そ
う
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
の
環
境
」

と
云
う
題
で
本
紙
に
報
告
し
て

貰
い
亡
し
た
。
同
報
告
で
も
明

ら
か
な
工
う
に
メ
リ
ン
ス
ラ
／

ド
の
騒
音
防
止
・
交
通
安
全

，

駐
車
場
問
題
は
早
急
に
解
決
を

要
す
る
問
題
で
す
。
私
共
オ
ー

ナ
ー
と
大
蔵
屋
さ
ん
と
の
共
同

で
強
力
に
安
達
グ
ル
ー
ノ
に
そ

の
解
決
を
求
め
ね
ば
た
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も
不
会
に
参
加
し

て
頂
き
此
の
緊
急
問
題
の
解
決

に
ご
協
力
下
さ
い
亡
す
様
か
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

向
、
当
日
絡
会
の
あ
と
、
懇

親
会
を
開
催
致
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
御
参
加

下
さ
い
ま
す
様
、
お
さ
そ
い
申

し
上
げ
亡
す
。

会
長

宮

城

裕

史



呼
び
戻
そ
う

プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
の
環
境

一
、
は
じ
め
に

あ
る
者
は
都
会
の
晴
一騒
を

避
け
、
又
あ
る
者
は
旧
軽
井

沢
の
雑
踏
と
騒
音
に
嫌
気
が

し
て
、
自
然
を
求
め
て
来
た

の
が
大
蔵
屋
ブ
リ
／
ス
ラ
ン

ド
の
新
天
地
で
あ
り
ま
す
。

私
達
オ
ー
ナ
ー
は
長
年
大
蔵

屋
開
発
佛
と
共
に
自
然
を
大

切
に
し
良
い
環
境
の
別
荘
作

り
に
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

私
達
は
、
南
に
浅
問
山
を
北

に
自
根
山
を
望
む
な
だ
ら
か

な
丘
陵
地
帝
の
自
然
に
包
亡

れ
、
野
鳥
の
声
と
せ
せ
ら
ぎ

の
音
を
関
さ
な
が
ら
心
身
共

に
平
和
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
、

快
適
を
別
荘
生
活
を
送
っ
て

来
ま
し
た
。
又
大
蔵
屋
の
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
・
ノ
ー
ル
・
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
等
の
諸
設
備
で
、

私
達
は
家
族

，
友
人
等
と
共

に
元
気
で
楽
し
い
別
荘
生
活

を
送
れ
亡
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
夏
ノ
リ

／
ス
ラ
ン
ド
に
行
く
と
様
子

が
す
っ
か
り
変
っ
て
了
っ
て

い
た
。
ブ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
の

内
は
外
部
か
ら
の
車
と
人
で

雑
踏
し
、
自
由
の
女
神
の
通

り

（
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
大
通

り

）
の
混
雑
は
特
に
ひ
ど
く
、

道
路
に
は
自
べ
／
キ
で
駐
車

場
の
マ
ー
ク
迄
つ
け
て
あ
る
。

ノ
レ
イ
．ハ
ー
ク
に
は
、
凡
そ

別
荘
地
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

ウ
ェ
ス
タ
ン
砦
迄
作
ら
れ
、

地
内
は
催
し
物
の
音
や
音
楽

で
喧
騒
を
極
め
、
鳥
た
ち
は

何
処
か
へ
逃
げ
去
り
、
別
在

地
住
民
の
や
す
ら
ぎ
も
快
適

さ
も
ど
こ
か
へ
吹
き
飛
ば
さ

れ
て
了

っ
た
。
別
在
地
に
住

む
オ
ー
ナ
ー
も
異
常
な
環
境

の
変
化
に
失
望
し
、
非
常
識

な
興
業
主
に
慣
り
を
感
じ
、

大
蔵
屋
の
無
力
を
痛
感
Ｌ

プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
別
荘
地
の

将
来
に
大
き
を
不
安
を
感
じ

た
。

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
／
ウ
ィ

ー
ク
の
連
休
に
は
、
外
部
か

ら
の
車
で
プ
リ
ン
を
フ
ン
ド

大
通
り
、
そ
の
他
の
主
要
道

路
は
ご
っ
た
が
え
し
、
プ
リ

ン
ス
ラ
ン
ド
入
日
か
ら
空
の

街
迄
車
で
三
〇
分
も
か
か
っ

た
と
あ
る
オ
ー
ナ
ー
は
嘆
い

て
い
た
。
正
に
気
違
い
じ
み

た
混
雑
振
り
で
あ
っ
た
。
し

か
も
連
日
ウ
エ
ス
タ
ン
砦
で

は
、
本
番
さ
な
が
ら
の
西
部

劇
の
決
聞

シ
ョ
ー
を
み
せ
、

け
ん
銃
か
ら
は
発
射
光
と
音

が
飛
び
出
し
（
時
に
爆
竹
や

火
薬
の
爆
裂
も
あ
っ
て
も
の

す
ご
い
騒
音
を
出
し
て
い
た
。

こ
れ
を
見
る
観
光
客
は
延
五

千
人
に
も
達
し
、
夏
場
も
連

日
上
演
す
る
予
定
だ
っ
た
と

新
関
は
報
じ
て
い
る
。
こ
の

シ
ョ
ー
の
た
め
銃
刀
砲
違
反

容
疑
で
改
造
け
ん
銃
３９
丁
、

ラ
イ
フ
ル
ー
丁
押
収
、
二
人

逮
捕
と
云
う
か
亡
け
迄
っ
い

て
い
る
。
鳥
の
街
の
あ
る
奥

さ
ん
は
、
耳
を
つ
ん
ざ
く
よ

う
を
騒
音
が
あ
る
の
で
は
休

息
に
も
な
ら
な
い
、
夏
ブ
リ

ン
ス
ラ
ン
ド
に
行
く
か
ど
う

か
目
下
思
案
中
で
あ
る
と
の

こ

と

。

二
、
本
年
五
月

一
四
日
行
わ
れ

た
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド

・
オ
ー

ナ
ー
ズ
親
睦
会
で
出
さ
れ
た

騒
音
防
止
、
交
通
安
全

・
駐

車
場
問
題
等
緊
急
を
要
す
る

問
題
の
原
因
調
査
と
解
決
策

を
求
め
て
五
月
二
四
国
夕
方

私
達
六
名
の
代
表

（
宮
城
会

長

・
川
又
副
会
長

・
鈴
木

・

徳
川

・
小
池
各
委
員

・
守
谷

顧
問

）
が
大
蔵
屋
開
発
備

（
以
下
大
蔵
屋
と
云
う

）
を

訪
ね
た
。
大
蔵
屋
側
か
ら
は
、

プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
の
管
理
責

任
者
森
山
室
長
、
徳
山
次
長
、

同
社
営
業
部
の
飯
日

・
大
坪

両
部
長
が
出
席
さ
れ
、
懸
案

事
項
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

並
び
に
解
決
策
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

（
尚
、
会
合
の
日
程
を

組
む
時
間
的
ゆ
と
り
が
を
か

っ
た
た
め
、
大
蔵
屋
の
市
田

稔
社
長
は
先
約
で
出
席
さ
れ

を
か
っ
た

）
。

三
、
最
初
に
会
長

・
副
会
長
か

ら
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド

・
オ
ー

ナ
ー
ズ
親
産
会
の
発
足
と
オ

ー
ナ
ー
が
切
実
に
感
じ
て
い

る
問
題
点
を
会
社
側
に
説
明

し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
私
利
私

欲
を
離
れ
純
枠
に
メ
リ
ン
ス

ラ
ン
ド
を
愛
す
る
オ
ー
ナ
ー

の
立
場
か
ら
騒
音
、
地
内
交

通
安
全

・
駐
車
場
等
の
問
題

を
解
決
し
、　
一
刻
も
早
く
音

の
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
の
環
境

に
も
ど
し
た
い
旨
要
望
し
、

具
体
的
を
問
題
に
入
っ
た
。

以
下
質
問
は
私
達
代
表
、
答

は
主
と
し
て
大
蔵
屋
森
山
室

長
、
意
見
は
私
達
代
表
の
も

の
で
あ
る
。

１
問
　
大
蔵
屋
は
何
時
、
何

処
の
会
社
に
、
ど
の
範

囲
の
土
地

・
施
設
等
を

譲
渡
さ
れ
た
か
ぃ
譲
渡

に
際
し
、
こ
れ
ら
の
土

地

・
施
設
の
利
用
に
つ

き
何
か
条
件
を
付
し
た

か
。
又
何
故
大
蔵
屋
が

こ
れ
ら
施
設
を
手
離
し

た
か
。

答
　
大
蔵
屋
は
、
昨
年
五

月
、
東
京
商
事
株
式
会

社

（
通
称
安
達
グ
ル
ー

ブ

）
に
対
し
別
図
傾
線

で
示
し
て
い
る
土
地

（
約
二
十
六
万
坪

）
と

そ
の
内
に
あ
る
ゴ
ル
フ

場

（
約
十
万
坪

）
・
ノ

レ
イ
ラ
ン
ド
（
ノ
ー
ル

・
ウ
エ
ス
タ
ン
砦
等

）
、

入
日
の
シ
ョ
ン
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

・
そ
の
他
飲

食
店
を
譲
渡
し
た
。

（
は
ん
も
っ
く
本
年

一

月
号

（
通
巻
１２
号

）
７

頁
参
照

）
。

右
売
買
契
約
に
は
、

プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
別
荘

昭
和
５９
年
５
月
２４
日
　
大
蔵
屋
開
発
佛
と
の
会
談守

谷

英

隆



地
の
環
境
が
害
さ
れ
を

い
ょ
う
に
次
の
三
つ
の

特
約
が
つ
い
て
い
る
。

④
　
最
低
プ
リ
ン
ス
ラ

／
ド
の
共
益
管
理
規

定
埜
守
る
。

０
　
騒
音
に
つ
い
て
は

特
に
留
意
す
る
。

の
　
諸
施
設
は
、
別
荘

地
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
と
す
る
。

買
主
東
京
商
事
伽
も
右

三
条
件
に
合
意
の
上
、

前
記
土
地

・
施
設
等
を

買
受
け
た
。

右
譲
渡
は
、
会
社
の

財
政
事
情
に
ょ
る
も
の

で
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
売
却
当
時
の
現
状
を

保
ち
た
い
と
云
う
考
え

で
右
三
条
件
を
付
し
た
。

２
問
　
ノ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
の

環
境
保
全
の
点
で
、
私

達
も
大
蔵
屋
も
共
に
共

通
の
基
盤
に
立
っ
て
い

る
。
私
達
オ
ー
ナ
ー
も

大
蔵
屋
を
支
援
し
て
、

問
題
の
解
決
に
当
り
た

い
。
し
か
Ｌ
ス
確
挙
笹
夏

。
今
年
五
月
の
連
体
の

騒
音
は
ど
う
し
た
の
か
。

大
蔵
屋
で
何
故
騒
音
を

喰
止
め
ら
れ
な
か
っ
た

か
。

な
口　
大
蔵
屋
と
し
て
も
騒

音
に
対
す
る
対
処
の
仕

方
が
あ
な
か
っ
た
。
大

蔵
屋
は
、
ウ
エ
ス
タ
ン

・
シ
ョ
ー
に
反
対
し
、

昨
年
夏
、
市
田
社
長
が

プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
に
行

っ
た
時
、
騒
音
が
ひ
ど

か
っ
た
の
で
社
長
か
ら

も
東
京
商
事
伸
に
苦
情

を
述
べ
た
。
又
昨
年
ブ

レ
イ
ラ
ン
ド
が
騒
が
し

い
の
で
、
苦
情
を
申
し

入
れ
て
い
た
が
、
貝
に

具
体
的
に
数
値
で
示
す

た
め
痛
恋
村
役
場
の
騒

音
計
を
借
り
て
、
ブ
レ

イ
ラ
ン
ド
南
側
道
路

（
森
の
街
北
側

）
で
騒

音
を
測
っ
た
と
こ
ろ
、

八
①
ホ
ン
近
く
あ

っ
た
。

昨
年
か
ら
数
回
に
亘
り

騒
音
防
止
を
東
京
商
事

伽
に
対
し
強
く
申
入
れ

て
き
た
が
、
結
果
的
に

は
五
月
の
連
休
も
騒
が

し
か
っ
た
。
そ
こ
で
大

蔵
屋
は
騒
音
を
防
止
す

る
よ
う
東
京
商
事
と
目

下
交
渉
中
で
あ
る
。

代
表
意
見
…
基
尿
都
内

の
渋
谷

・
新
橋
駅
の
広

場
に
あ
る
騒
音
計
で
も

七
〇
ホ
／
前
後
で
あ
る
。

都
の
公
害
防
止
例
に
よ

る
と
、
第

一
種
住
居
専

用
地
域
で
は
、
音
源
の

存
す
る
敷
地
と
隣
地
と

の
境
界
線
に
お
け
る
音

量
は
午
前
八
時
か
ら
午

後
七
時
迄
は
四
五
ホ
／

・
午
後
七
時
以
降
翌
朝

八
時
迄
は
四
①
ホ
ン
と

夫
々
音
量
が
規
制
さ
れ

て
い
る
。
群
馬
県
公
害

防
止
例
で
も
ほ
ほ
同
じ

よ
う
な
規
制
が
あ
る
。

私
達
は
、
都
会
の
騒

音
を
避
け
、
ブ
リ
ン
ス

ラ
ン
ド
の
自
然
と
静
け

さ
に
心
身
の
安
ら
さ
を

求
め
た
の
で
あ
る
。
鳥

の
声
、
風
の
声
、
林
の

声
、
こ
れ
ら
は
、
私
達

が
都
会
で
は
到
底
体
験

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

カ
ラ
オ
ケ
や
デ
ィ
ス
コ

の
よ
う
な
騒
音
は
六
本

木

・
新
宿
止
り
に
願
い

た
い
。
安
達
グ
ル
ー
ノ

が
三
つ
の
条
件
に
合
意

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

絶
対
騒
音
を
出
し
て
貰

っ
て
は
困
る
。
都
市
計

画
法
の
適
用
が
な
く
、

騒
音
規
制
が
直
接
か
か

ら
な
い
と
云
う
の
は
、

元
々
そ
の
よ
う
な
騒
音

が
な
い
静
か
を
場
所
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

に
過
ぎ
な
い
。
大
蔵
屋

が
安
達
グ
ル
ー
ノ
に
求

め
た
三
条
件
は
、
大
蔵

屋
と
私
達
別
荘
地
の
オ

ー
ナ
ー
と
の
基
本
的
了

解
合
意
事
項
で
も
あ
る
。

ノ
リ
／
ス
ラ
ン
ド
の
共

益
管
理
規
定
で
は
、
昔

か
ら
騒
音
を
規
制
し
て

い
る
。
要
は
、
常
識
あ

る
人
が
考
え
た
別
荘
地

で
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で

あ
っ
て
、
常
軌
を
逸
し

た
騒
音
観
光
事
業
を
容

認
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
騒
音
が

野
放
し
状
態
に
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
大
蔵
屋

は
私
達
オ
ー
ナ
ー
に
対

し
て
は
東
京
商
事
に
騒

音
規
制
を
強
ぐ
申
入
れ

て
い
る
と
云
い
な
が
ら
、

実
は
申
入
れ
で
と
な
い

事
情
が
あ
り
、
放
置
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
云
う
オ
ー
ナ
ー
す
ら

い
る
。

ュ
間
　
右
に
つ
い
て
の
大
蔵

屋
の
見
解
如
颯

答
　
大
威
屋
と
し
て
も
現

状
誠
に
遺
憾
に
思

っ
て

い
る
。
オ
ー
ナ
ー
の
方

の
気
持
も
わ
か
る
が
、

当
社
と
東
京
商
事
と
は

い
わ
ゆ
る
関
連
会
社
で

は
な
く
、
申
入
れ
が
で

き
な
い
特
別
事
情
も
あ

り
ま
せ
ん
。

「
は
ん
も

っ
く
」
の
中
で
安
達
グ

ル
ー
プ
を
．ハ
ー
ト
ナ
ー

と
云
っ
た
の
は
、
同
じ

グ
リ
ン
を
フ
ン
ド
内
に

あ
っ
て
互
い
に
共
存
共

栄
を
望
ん
で
使
っ
た
言

葉
で
あ
る
。
大
蔵
屋
と

し
て
は
、
東
京
商
事
に

対
し
今
日
ま
で
騒
音
を

た
て
な
い
よ
う
申
入
れ

観 巳貫含三二仏各型



て
来
た
が
、
今
後
は
大

蔵
屋

。
東
京
商
事
間
の

前
述
三
条
件
を
基
に
そ

の
約
束
を
実
効
あ
ら
し

め
る
よ
り
強
く
要
請
す

〕る
。

な
問
　
ブ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
地

内
の
道
路
は
、

シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
外
部
か
ら

の

一
般
観
光
客
の
車
で

混
雑
し
て
い
る
。
プ
リ

ン
ス
ラ
ン
ド
地
内
の
道

路
の
所
有
関
係
は
ど
う

左
っ
て
い
る
か
。
又
大

蔵
屋
の
考
え
て
い
る
交

通
安
全
対
策
及
び
プ
リ

ン
ス
ラ
ン
ド
大
通
り
の

駐
車
場
は
ど
う
す
る
つ

も
り
か
。

答
の

プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド

内
の
道
路
関
係
は
か
な

り
複
雑
で
あ
る
。
大
雑

把
に
云
う
と
、
各
衡
の

道
蕗
は
各
街
の
土
地
の

所
有
者
の
共
有
に
な
っ

て
ぉ
り
、
そ
の
よ
う
に

登
記
し
て
あ
る
。
ノ
リ

ン
ス
ラ
ン
ド
大
通
り
か

ら
、
ブ
レ
イ
ラ
ン
ド
入

口
広
場
迄
の
土
地
は
、

ノ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
の
全

土
地

（
約
百
十
五
万
坪
）

の
所
有
者
の
共
有
で
あ

る
。
既
ち
、
東
京
商
事

（
安
達
グ
ル
ー
ノ

）
が

そ
の
約
２０
％
の
持
分

（
持
分
登
記
済
み

）
、

全
別
荘
地
所
有
者
が
約

６０
％
の
持
分
、
大
蔵
屋

は
現
在
約
２０
”
の
持
分

を
持

っ
て
い
る
。
但
し
、

８０
ち
の
持
分
は
大
蔵
屋

名
義
で
登
記
さ
れ
て
い

る
。

（
尚
３
～
４
米
幅

の
村
道
が
こ
の
通
り
に

共
存
す
る
）
。
こ
の
比

率
は
、
メ
リ
ン
ス
ラ
ン

ド
全
土
地
面
積
に
対
す

る
各
所
有
の
割
合
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

い
　
大
蔵
屋
と
し
て
は
、

今
年
は
プ
リ
ン
ス
ラ
ン

ド
大
通
ク
の
パ
ー
キ
／

グ
マ
ー
タ
を
消
し
て
賞

い
、
充
分
左
駐
車
場
を

安
逮
グ
ル
ー
プ
所
有
の

土
地
の
内
に
作

っ
て
貰

り
予
定
で
あ
る
。
安
達

グ
ル
ー
ノ
で
は
こ
一
〇
〇

～
〓
一一
〇
〇
合
位
駐
車

で
き
る
駐
車
場
の
設
備

を
考
え
て
い
る
よ
り
だ
。

の
　
別
荘
地
オ
ー
ナ
ー
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

ブ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
大
通

り
と
浅
間
大
通
り
の
交

叉
点
附
近
に
ス
ト
ッ
プ

・
グ
イ
ト
を
設
け
、　
一

般
観
光
客
の
車
が
別
荘

地
内

へ
進
行
し
な
い
よ

う
に
す
る
。
こ
の
グ
イ

ト
の
管
理
は
、
大
蔵
屋

の
責
任
と
費
用
で
や
る
。

他
の
場
所
の
グ
イ
ト
等

は
、
日
下
考
慮
中
。
又
、

一
般
観
光
客
の
車
と
オ

ー
ナ
ー
の
車
を
区
別
す

る
た
め
、
オ
ー
ナ
ー
の

車
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を

つ
け
る
こ
と
も
考
え
て

い
る
。

代
表
意
見
…
安
全
な
交

通
対
策
と
オ
ー
ナ
ー
に

迷
惑
の
か
か
ら
な
い
場

所
に
充
分
な
ス
ペ
ー
ス

の
駐
車
場
を
作
る
よ
う

安
達
グ
ル
ー
プ
に
申
入

れ
て
欲
し
い
。
駐
車
場

か
ら
別
荘
地
内
の
道
蕗

に
出
ら
れ
な
い
よ
り
柵

を
設
け
て
欲
し
い
。
安

達
グ
ル
ー
プ
は
、
別
荘

地
の
環
境
に
ふ
さ
わ
し

い
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
設

け
、
そ
れ
に
適
す
る
駐

車
場
を
作
る
べ
と
で
あ

る
。　
一
般
観
光
客
の
誘

い
入
れ
ば
か
り
を
目
的

と
し
た
レ
ジ
ャ
ー
施
設

を
設
け
る
こ
と
は
、
議

渡
の
特
約
三
条
件
に
反

す
る
ば
か
り
で
を
く
、

長
年
ノ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド

に
住
む
別
荘
地
オ
ー
ナ

ー
に
大

へ
ん
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
る
。
ス

別
荘
地
オ
ー
ナ
ー
と
安

達
グ
ル
ー
プ
の
共
存
に

ひ
び
を
入
れ
る
こ
と
に

な
る
。

ブ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
大

通
り
等
共
有
地
の
使
用

に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ナ

ー
の
代
表

・
大
蔵
屋

・

安
達
グ
ル
ー
プ
の
三
者

間
で
協
議
決
定
す
べ
さ

こ
と
で
あ
り

（
民
法
２４９
ヽ

２５２
）
ヽ
絶
対
多
数
を
占

め
る
オ
ー
ナ
ー
の
意
向

を
無
視
し
て
道
路
の
使

用
を
勝
手
に
決
め
る
こ

と
は
、
民
主
主
義
の
原

則
に
反
す
る
ば
か
り
で

を
く
、
少
数
持
分
権
者

の
検
暴
に
な
る
。
オ
ー

ナ
ー
か
ら
の
共
有
物
分

割
請
求
等
と
云
ク
事
態

が
起
る
前
に
、
安
達
グ

ル
ー
ノ
も
別
荘
地
に
ふ

さ
わ
し
い
レ
ジ
ャ
ー
施

設
等
を
考
え
、
適
正
規

模
の
道
路
の
使
用
方
法

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

５
，間

私
達
と
大
蔵
屋
と
の

会
合
そ
の
他
に
つ
い
て

も
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
の

オ
ー
ナ
ー
に
報
告
し
、

そ
の
策
同
を
得
た
い
。

そ
こ
で
全
プ
リ
ン
ス
ラ

ン
ド

，
オ
ー
ナ
ー
の
名

簿
を
貸
し
て
買
い
た
い
。

答
　
他
人
に
知
ら
れ
た
く

な
い
方
も
あ
り
、
ま
た

オ
ー
ナ
ー
の
名
簿
を
他

の
目
的
に
利
用
さ
れ
る

と
困
る
か
ら
名
簿
は
貸

出
し
で
き
な
い
。
只
大

蔵
屋
の
方
に
云
っ
て
貰

え
ば
、
オ
ー
ナ
ー
に
郵

便
物
を
発
送
す
る
。

四
、
結
　
び

私
達
オ
ー
ナ
ー
が
ノ
リ
ン

ス
ラ
ン
ド
を
愛
し
、
こ
の
別

荘
地
に
永
ぐ
住
む
た
め
に
は
、

オ
ー
ナ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
に
よ

る
オ
ー
ナ
ー
の
た
め
の
自
主

的
な
自
治
会
組
織
を
作
ュ
、

良
識
を
以
て
、
常
に
環
境
間

題
の
解
決
に
当
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
年
の
夏
の
騒
音

防
止
と
交
通
安
全

・
駐
車
場

問
題
は
、
大
蔵
屋
さ
ん
と
互

い
に
協
力
し
て
安
連
グ
ル
ー

ノ
に
強
く
要
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ノ
リ
ン
ス
ラ
ン

ド
　
オ
ー
ナ
ー
ズ
親
産
会
の

趣
旨
に
ご
策
同
下
さ
る
方
は
、

一
刻
も
早
く
会
員
に
な
っ
て

頂
と
、
会
の
運
営
の
た
め
本

年
度
の
会
費
三
千
円
也
を
左

記
に
振
込
ん
で
下
さ
い
。

但
し
、
法
人

・
団
体
会
員
は

五
千
円
以
上
で
す
。

記
向
、
私
達
、
会
長
、
役
員

等

一
同
夫
々
の
分
野
の
第

一

線
で
忙
し
く
活
園
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
も

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
ご
容

故
の
程
か
願
い
し
ま
す
。

尚
、
当
会
は
、
会
合
の
た

め
の
独
立
し
た
事
務
所
ミ
、

専
属
の
事
務
員
も
い
ま
せ
ん
。

ご
意
見
等
が
ご
ざ
い
亡
し
た

ら
、
手
紙
で
歩
願
い
し
ま
す
。

コ
Ｔ
ｍ
東
京
都
合
東
区
鳥
越

一
丁
目
〓
番
六
号

川
又
歯
科
医
院
　
気
付

プ

リ

ン
ス
ラ

ン
ド

オ
ー
ナ
ー
ズ
親
産
会
」

に
願
い
ま
す
。



プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド

オ
ー
ナ
ー
ズ
親
睦
会

会
　
則

（案
）

第
三
年

総

　

則

（
名

称

）

第
　
一一
条

本
会
は
、
（
仮
称
）

「
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
　
オ
ー

ナ
ー
ズ
親
睦
会
」
と
い
う
。

（
事
務
所
）

第

一
一
条
　
本
会
は
、
そ
の
事

務
所
を
東
京
都
内
に
置
く
。

（
目
　
的

）

第

〓
一
条

本
会
は
、
会
員
相

互
の
親
陸
を
図
り
、
プ
リ
ン

ス
ラ
ン
ド
の
環
境
保
全
を
目

的
と
し
、
諸
施
策
が
別
荘
地

本
来
の
趣
旨
に
そ
っ
て
運
営

さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

（
活
　
動
）

第

四

条
　
本
会
は
、
前
条
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次

の
活
動
を
行
ク
。

御
　
絡
会
お
よ
び
親
睦
会

の
　
自
然
保
護
か
よ
び
環
境

保
全

働
　
建
物
お
よ
び
共
益
施
設

の
維
持
管
理
体
制
に
つ
い

て
の
審
議

四
　
当
該
ノ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド

管
理
者
と
の
定
期
連
絡
協

議
０
　
そ
の
他
本
会
の
目
的
達

成
の
た
め
の
必
要
を
活
動

（
細
　
則

）

第

十二
条
　
本
会
の
運
営
に
必

要
な
細
則
は
別
に
定
め
る
。

第
二
章
　
〈
〓
　
計

（
会
計
年
度

）

第

一ハ
条
　
本
会
の
会
計
年
度

は
、
毎
年
四
月

一
日
に
始
亡

り
、
翌
年
三
月
三

一
日
に
終

わ
る
。

（運
営
計
画
か
よ
び
収
支
予
算
）

第

七

条
　
本
会
の
運
営
計
画

お
よ
び
収
支
予
算
は
、
役
員

会
が
作
成
し
、
年
次
絡
会
の

承
認
を
得
を
け
れ
ば
な
ら
を

い
。

（
収
支
決
算

）

第

八

条
　
本
会
の
収
支
決
算

は
、
毎
会
計
年
度
終
了
後
に

会
長
が
、
活
動
報
告
書
お
よ

び
収
支
決
算
書
を
作
成
Ｌ

総
会
に
報
告
し
た
け
れ
ば
を

ら
た
い
。

第
二
葺
　
会
　
口貝

（
会
　
一貝
）

第

九

条

本
会
の
会
員
は
、

プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
内
に
、
土

地
ま
た
は
建
物
を
所
有
す
る

も
の
で
、
本
会
の
目
的
に
策

同
じ
会
費
を
納
入
し
た
個
人

ま
た
は
団
体
と
す
る
。

（
入
会
ぶ
よ
び
退
会

）

第

十

条

本
会
に
入
会
し
よ

う
と
す
る
も
の
は
、
本
会
事

務
所
に
申
し
出
、
そ
の
年
度

の
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば

た
ら
な
い
。

２
　
退
会
し
よ
う
と
す
る
会

員
は
、
本
会
事
務
所
に
申
し

出
、
未
納
の
会
費
を
完
納
し

た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
会
　
費

）

第
十

一
条
　
会
費
の
額
は
年
次

絡
会
に
お
い
て
決
め
る
。

２
　
会
員
は
、
毎
年
七
月
三

一
日
亡
で
に
そ
の
年
度
の
会

費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
を
ら

な
い
。

（
資
格
喪
失

）

第
十
二
条
　
会
員
資
格
は
次
の

場
合
に
、
評
議
員
会
の
決
議

に
ょ
っ
て
喪
失
す
る
こ
と
が

あ

る
。

い
　
本
会
の
名
誉
を
汚
し
た

場
合

の
　
特
別
の
理
由
を
事
務
所

に
届
け
る
こ
と
を
く

一
年

以
上
会
費
を
納
入
し
た
い

場
合

第
四
章
　
役
員
お
よ
び

評
議
員

（
役
員
の
種
別
）

第
十
三
条
　
本
会
に
、
次
の
役

員
を
置
く
。

い

会

長
　
　
一　
名

副
会
長
　
　
一
一　
名

０
　
委
　
ｏ貝
　

若
干
名

働
　
監
　
査

　

一
一　
名

四
　
顧
　
問
　
　
若
千
名

（
役
員
の
選
任
）

第
十
四
条
　
委
員
ぶ
よ
び
監
査

は
、
会
員
の
う
ち
ょ
り
評
議

員
会
で
選
任
す
る
。

２
　
委
員
は
、
互
選
に
よ
り
、

会
長
お
よ
び
副
会
長
を
選
任

す
る
。

（
役
員
の
職
務

）

第
十
五
条
　
会
長
は
、
本
会
を

代
表
し
、
会
務
を
絡
理
す
る
。

２
　
副
会
長
お
よ
び
委
員
は
、

会
長
を
補
佐
し
、
会
務
を
分

担
す
る
。

３
　
監
査
は
、
毎
年
度
の
収

入

。
支
出
を
監
査
し
、
こ
れ

を
総
会
に
お
い
て
報
告
す
る
。

４
　
会
長
は
、
本
会
の
運
営

の
た
め
専
門
的
助
言
を
必
要

と
す
る
場
合
、
委
員
会
に
は

か
っ
て
、
会
員
の
う
ち
か
ら

顧
問
を
選
任
す
る
こ
と
が
で

一な
ｃ
Ｚ
つ
。

（
匁督
貝
の
任
鯨
じ

第
十
六
条
　
役
員
の
任
期
は
、

二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
を

い
。

た
だ
し
、
顧
間
の
任
期
は
、

前
項
の
制
限
内
で
会
長
が
決

め
る
。

（
評
議
員

）

第
十
七
条
　
本
会
に
評
議
員
を

置
く
。

２
　
評
議
員
は
、
会
員
の
う

ち
ょ
り
、
会
員
が
絡
会
に
お

い
て
選
任
す
る
。

３
　
評
議
員
定
数
は
特
に
定

め
な
い
が
、
プ
リ
ン
ス
ラ
／

ド
の
各
街
区
か
ら
選
任
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
。

４
　
評
議
員
の
任
期
は
、
第

十
六
条
１
項
の
規
定
を
準
用

す
る
。

第
五
章
　
集
　
会

（
絡
会
お
よ
び
臨
時
絡
会
）

第
十
八
条
　
本
会
は
、
運
営
企

画
を
推
進
す
る
た
め
に
、
会

長
の
も
と
に
、
毎
年

一
回
年

次
総
会
を
開
く
。
た
だ
Ｌ

必
要
に
応
じ
て
臨
時
絡
会
を

開
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
お
よ
び
評
議
員
会
）

第
十
九
条
　
役
員
会
か
よ
び
評

議
員
会
は
、
全
各長
が
適
宜
招

集
す
る
。

（
決

議
）

第
二
十
条
　
本
会
の
あ
ら
ゆ
る

会
合
の
決
議
は
、
第
六
章
規

定
の
場
合
を
除
と
、
出
席
者

の
半
数
以
上
の
同
意
を
必
要

と
す
る
。

２
　
代
理
人
を
使
用
し
て
総

会
決
議
に
参
加
す
る
場
合
は
、

会
員

（
法
人

・
団
体
の
場
合

は
担
当
者
）
を
代
理
人
に
定

め
、
適
式
を
委
任
状
を
総
会

開
催
前
ま
で
に
会
長
に
提
出

し
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
会
則
の
変
更

お
よ
び
解
散

（
会
則
の
変
更
）



第
二

十
条

本
会
則
は
、
役
員

会
お
よ
び
評
議
員
会
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
員
現

在
数
の
４
分
の
３
以
上
の
議

決
を
経
て
、
年
次
絡
会
の
承

認
を
得
を
け
れ
ば
変
更
す
る

こ
と
が
で
さ
な
い
。

（
解
　
散

）

第
二
二
条

本
会
は
、
年
決
絡

会
に
ぶ
い
て
、
出
席
者
の
４

分
の
３
以
上
の
議
決
を
得
た

け
れ
ば
解
散
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
場

合
の
定
足
数
は
、
会
費
を
現

実
に
払
い
込
ん
で
い
る
会
員

の
半
数
以
上
と
す
る
。

附
　
　
　
則

上
　
本
会
則
は
、
本
会
の
設
立

の
あ
っ
た
日

（
昭
和
五
九
年

五
月
十
四
日

）
か
ら
施
行
す

フ
つ

。

２
　
本
会
の
設
立
初
年
度
の
活

動
計
画
歩
よ
び
収
支
予
算
は
、

第
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
発
起
人
代
表
者
の
定
め

る
と
こ
ろ
と
す
る
。

綱
　
　
　
則

ェ
　
本
会
の
仮
事
務
所

〒
出
東
京
都
台
東
区
鳥
越

一
―
五
―
六

川
又
歯
科
医
院
内

プ
リ
ン
を
フ
ン
ド

オ
ー
ナ
ー
ズ
親
産
会

２
　
昭
和
五
九
年
度
の
年
会
費

個
人
　
一一一、〇
〇
〇
円

法
人

（
団
体

）

五
、〇
〇
〇
円
以
上

左
記
口
座
に
振
込
ん
で
下
さ

い
。

富
士
銀
行
本
店
東
京
都
庁
出
張
所

３
）
二
四
二
九
六
二
七

ノ
リ
ン
を
ノ
ン
ド

オ
ー
ナ
ー
ズ
親
睦
会
事
務
局

会
計
　
小
池
　
彰

〒
‐８９
東
京
都
東
村
山
市

多
摩
湖
町
四
―
二
人
―
三

小
　
池
　
　
　
彰

役
】石
田

京

子

（
主
婦
）

鳥
の
街

十二
〇
四
号

同
田
光

一
郎

（
会
計
士

）

森
の
街
　
一
四
〇
号
（
監
査
）

川
又

正

義

（
歯
科
医
師

）

空
の
街
一
四
九
号
（副
会
長
）

児

玉

民

行

（
会
社
員

）

鳥
の
街

十二
〇

一
号

小

池
　
　
彰

（
公
務
員

）

鳥
の
街

四
五
五
号
（
会
計
）

案

田

岩

夫

（
大
学
教
授

）

虹
の
街
四
人

一
景
副
会
長
）

鈴
木
栄
二
郎

（
公
務
員
）

星
の
街
　
　
一
九
号

武

井

守

弘

９

・巧

ノ

）

鳥
の
街

　

一
一〇

百
巧

吉が

行

郵
一 （義

舒

ン
）

徳

川

英

雄

（
医

師
）

花
の
街

八
三
九
号

中

村
　
　
恭

（
自
営
業

）

花
の
街

一
一
一
言
巧

細
川

節

子

（
主
婦
）

レ
モ
／
。ハ
ー
ク
五
七
号
（
会
計
）

宮
崎

勝

武

（
大
学
教
授

）

森
の
衡
　
一
七
九
号

宮

城

裕

失

（
医
師
）

鳥
の
街
　
　
一
九
号
公
〓長
）

守

谷

英

隆

（
弁
護
士

）

虹
の
街

一
〓
舎
一号
（願
問
）

員

編

集

己一〓
ロ

後

私
達
親
睦
会
の
役
員
は
、
大

蔵
屋
と
の
会
談
に
続
い
て
、
大

月
十
四
日
、
新
宿
グ
リ
ー
ン
ノ

ラ
ザ
に
於
て
、
安
達
事
業
グ
ル

ー
ノ

・
常
任
理
事

・
秋
田
実
氏

基
示
商
事
総
務
部
長

・
増
田
三

吾
氏
、
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
グ
ラ

ザ
チ
ェ
ー
ン
本
部
統
籍
部
長

・

安
達
保
敏
氏
、
同
チ
ェ
ー
ン
ノ

リ
ン
ス
ラ
ン
ド
責
任
者

・
井
上

寿
氏
他

一
名

（
以
下
安
達
グ
ル

ー
ノ
と
呼
ぶ

）
と
話
し
合
い
の

場
を
持
ち
ま
し
た
。

先
住
者
の
私
達
が
平
和
に
快
一

通
に
別
荘
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で

い
た
ノ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
に
、
突

如
と
し
て
常
識
外
の
大
観
覧
車

と
パ
イ
キ
ン
グ
が
現
わ
れ
、
そ

れ
迄
の
緑
と
浅
間
山
の
風
景
を

一
変
さ
せ
、
又
、
野
鳥
と
せ
ゝ

ら
ぎ
の
声
の
音
に
変
っ
て
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
騒
音
は
新

宿
に
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
誘
い

ま
し
た
。

今
更
、
こ
れ
を
全
面
撤
去
せ

よ
と
の
運
動
は
い
ろ
い
ろ
を
観

点
か
ら
見
て
不
可
能
に
等
し
く
、

煮
え
く
り
返
る
腹
を
を
だ
め
す

か
し
て
、
こ
の
上
は
何
と
か
少

し
て
も
ま
し
を
ブ
リ
ン
ス
ラ
／

ド
に
す
べ
く
次
の
事
項
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。

一
、
騒
音
は
出
さ
ぬ
こ
と
。

一
、
駐
車
場
は
安
達
グ
ル
ー
ノ

側
で
す
べ
て
用
意
す
る
こ
と
。

一
、
別
荘
地
に
ふ
さ
わ
し
い
諸

施
設
を
作
る
こ
と
、
等

こ
れ
に
対
し
安
達
グ
ル
ー
ノ
側

は
す
べ
て
了
承
し
、

一
、
ス
ピ
ー
カ
ー
等
の
ポ
リ
ュ

ー
ム
は
下
げ
、
方
向
を
下
方

に
向
け
る
。

一
、
駐
車
場
は
現
在
作
業
中
で
、

間
も
な
く
ホ
テ
ル
駐
車
場
を

ふ
ぐ
め
て
千
五
百
台
を
確
保

す
る
。
ノ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
大

通
り
に
は
駐
車
さ
せ
な
い
。

一
、
管
理
関
係
は
大
蔵
屋
え
管

理
費
を
支
払

っ
て
い
る
が
地

所
内
に
関
し
て
は
自
主
管
理

で
、
現
在
も
セ
ン
グ
ー

（
大

通
り

）
附
近
の
緑
化
と
美
化

作
業
を
推
め
、
な
ア
ル
も
三

棟
建
築
の
予
定
で
あ
る
‥
‥

等
の
話
し
合
い
に
な
り
ま
し
た
。

③

詳
細
は
臨
時
絡
会
で
発

表
し
亡
す
。

こ
こ
で
私
達
の
役
員
の
感
想

は
等
し
く
、
こ
の
亡
ゝ
で
は
こ

の
先
ど
の
様
を
状
況
の
変
化
が

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
早
期
に
、

オ
ー
ナ
ー
が
全
員
結
束
し
、
強

力
を
オ
ー
ナ
ー
の
会
を
作
つ
て

す
べ
て
に
対
処
し
て
い
く
こ
と

の
重
大
さ
を
再
び
確
認
し
合
い

亡
し
た
。

旅
の
恥
は
か
と
す
て
の
外
来

者
が
多
く
た
り
、
皆
様
の
家
の

廻
り
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
、

風
紀
が
乱
れ
、
い
ろ
い
ろ
を
嫌

左
事
件
が
起
と
て
来
る
で
し
ニ

タ
、
管
理
責
任
者
で
あ
る
大
蔵

屋
と
安
達
グ
ル
ー
ノ
と
私
達
オ

ー
ナ
ー
が
密
を
連
絡
と
話
し
合

い
で
、
私
達
え
の
被
害
を
最
少

限
に
く
い
止
め
、
少
し
の
危
険

も
無
い
よ
う
に
し
を
く
て
は
を

ク
亡
せ
ん
。
ど
の
様
を
事
態
に

な
っ
て
も

一
致
団
結
し
て
、
こ

の
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド
を
よ
り
良

い
憩
い
の
場
に
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
た
り
ま
せ
ん
。

現
実
を
厳
し
く
見
つ
め
、　
一

人
で
も
多
く
の
オ
ー
ナ
ー
が
こ

の
会
え
の
策
同
と
参
加
を
お
願

い
申
し
上
げ
亡
す
。

時
間
も
な
く
、
人
も
を
く
、

そ
の
上
不
慣
れ
を
編
集
で
歩
見

苦
し
い
か
と
も
思
い
ま
す
が
、

至
急
と
い
う
現
状
を
御
賢
察
の

上
歩
許
し
願
い
亡
す
。


